
平成28年7月1日

【工事事故（速報）発生状況】 （H28.6.30現在）

平成28年度（今年度）

平成27年度（昨年度）

注1）上記は、関東地方整備局管内の工事事故発生件数（速報）を示す。
注2）「６月発生件数」は、6/1～6/30の間に起きた件数。（月毎分）
注3）「累計件数」は、4/1～3/31の間に起きた件数。（累計分）
注4）「死亡者数」・「負傷者数」は、4/1～3/31の累計人数を示す。
注5）平成28年度の数字は「速報」であり、審査の結果、「不問」になる可能性がある。
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工事事故（速報）の情報提供について

　工事の安全管理には、日頃から万全を期していただいているところでありますが、こ
の度、残念ながら別紙に示す工事事故が発生しました。
  各事務（管理）所の工事現場において、このような工事事故が再び発生することのな
いように工事事故概要を皆様にお知らせいたします。
　本資料を活用し、受注者を適切にご指導頂き、再発防止に努めて頂きますようお願
いいたします。
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●平成２８年度　工事事故発生状況（発生形態別）

（参考）工事事故のうち、「「その他公衆損害」における車両管理業務等の車両の自損事故」を除く事故件数
　　（車両管理業務等の車両の自損事故を除いた工事事故件数）
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(月毎)
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平成27年度 累計
(月毎)

平成28年度 累計
(月毎)

■問合せ先：企画部　技術調査課  西村・古賀　　（TEL　０４８－６００－１３３２）

78 13 166
その他事故

計

8件 

(5件)

10件 
(8件) (8件) (5件)

13件 

(4件)

２月

0 0

労
働
災
害

3

4 2 2 8

6 7

H26 H27 H28 過去3年間計

4 3 0 7

2 1 0

13

(5件) (5件) (4件)(3件)

(12件) (9件)

75件 

63件 66件 

その他労働災害

小計

2

12

44

１１月 １２月

1 28

41

60
8 13 2

8 14

21 16

26 4

1
23

(6件) (3件)(4件)

(6件)

70件 
(8件)

61件 

71件 77件 
(7件)

67件 
３月
74件 

4

0

1 14

24
9 100
0 6

(6件)

4件 

(6件)

(6件)

９月８月７月６月

31件 
(5件)

20件 27件 

57件 63件 
(9件) (9件)

１月

(10件) (4件)(12件)

(3件) (5件)

6件 54件 58件 61件 66件 71件 

(7件)

(3件) (4件) (7件) (9件) (3件)

(8件)

40件 43件 49件 

11件 19件 27件 32件 44件 

47
1 5

7 4

架空線・標識等損傷

地下埋設物件損傷

第三者の負傷・第三
者車両に対する損害

その他公衆損害

39件 31件 
(11件)

48件 

公
衆
損
害

小計

2件 5件 16件 20件 24件 
(8件) (13件) (3件) (1件)(2件) (4件) (2件) (10件) (5件) (8件)

４月 １０月５月

30
14

発生形態

建設機械等の稼働
に関連した人身事故

部材の加工作業等
により自らを負傷

資機材等の落下や下敷
きで負傷

墜落

準備作業、測量調査業
務等における人身事故 0

75

2件 6件 18件 23件 31件 42件 50件 

3件 8件 13件 16件 
(2件) (3件) (11件) (4件) (4件)

資機材等の落

下や下敷きで

負傷
15%

墜落
8%

その他労働災

害
8%

架空線・標識

等損傷
15%地下埋設物件

損傷
8%

第三者の負

傷・第三者車

両に対する損

害

31%

その他公衆損

害
15%

労働

災害
31%

公衆

損害
69%

4件
10件13件

0

20

40

60

80

100

120

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成２４年

度
平成２５年

度
平成２６年

度
平成２７年

度

件数

‥Ｈ２８年度重点的安全対策項目



別紙－１
発生日時 平成 28 年 6 月 9 日 （ 金 ） 15 時 45 分
工事情報
被災の状況

事故概要 バックホウ端部のツメを交換中、ツメの下に置いていたズリが外れ、作業員の足がバックホウ
のツメと土間コンクリートの間に挟まり負傷

道路系事務所　　一般土木工事
性別 年齢 職種 被災の程度
男 20 オペレーター 左足小指、薬指第二関節骨折

労働災害－資機材等の落下や下敷きで負傷

事故発生状況

・オペレータがバケットを立て現場にあったズリを台として、つめに当てて押し込めば、取付けられる
と考え作業を行なった。

・ピンの穴が合ったので、バケット下に体を入れピンを打込んでいた時に、ズリが外れ、バケットが下

がった際に左足がバケットと土間コンクリートに挟まれた。

・オペレータが交換を申し出たが、職長が修理せず、そのまま作業を続けるよう指示。

その後、オペレータ自らの判断で交換を実施。

【事故発生原因】
・不適切な方法による交換を行った
など

【事故防止のポイント】

・不安全行動をさせないように周知・

徹底させる

・作業手順書等を遵守する

など

事故発生状況

ズリをツメを押し当て取付を

行っていたが、ズリが外れ、

バケットと地面に足を挟んだ

ズリ



別紙－２
発生日時 平成 28 年 6 月 17 日 （ 金 ） 11 時 45 分
工事情報
被災の状況

道路系事務所　　一般土木工事
性別 年齢 職種 被災の程度
－ － － 仮設上水道管損傷（漏水）

事故概要 コルゲート管を固定するためのアンカーピン打ち込み時、上水道管を損傷させた

事故発生状況事故発生状況

【事故発生原因】
・事前調査（土被り）などの地下埋設
物に対する安全管理が十分に実施
されていない
など

・仮排水路施工のため、半割のコルゲートを敷設中に、コルゲートを固定するた
めのアンカーピン（L=85cm）を打ち込んだところ、仮切り回ししてあった上水管
（φ100：土被り83cm）と接触し、損傷させたもの。
・切り回し道路に伴い、仮切り回しされていた上水道管であった。
・平面図は管理者から提供されていたが、土被りが不明であった。

公衆損害－地下埋設物件損傷

【事故防止のポイント】
・作業前に図面の確認や試掘、管理者
の立会などの地下埋設物に対する安
全管理を徹底する
など

クランプ

クラン

断面

コルゲート固定用のアン

カーピンで上水道管損傷

平面 事故状況写真

アンカーピン


